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事務局 

研究会FACE BOOKページ　開設しました！1.
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京都工芸研究会　FACEBOOK（ページ）▶▶　
　 FACEBOOKアカウントをお持ちの方は，
　「京都工芸研究会」で検索してみてください。

 この度，京都工芸研究会のフェイスブックページを
開設いたしました。研究会活動のPRと会員の皆様
の情報交換にお役立ていただければと思います。
　可能な限り会員の皆様のフェイスブックとも積
極的に連携（シェア）していきたいと考えています。
　例えば，「オトナの京もの」をはじめとした研
究会事業はもちろん，会員の皆様の日頃の活動や
イベントの告知にも活用ください。
　研究会と会員の皆様とが相互につながっていく
ことによって，これまでになかったネットワークを広
げていくことができると思います。
　活用方法やご不明な点については，どうぞ事務
局までご相談・ご提案ください。

～事務局からのお願い～　リンク先をお伝えください。
　ウェブサイトやフェイスブックを開設されている会員の皆様には， 「京都
工芸研究会」ウェブサイトから，リンクをはらせていただきたいと思います。 
 　以下のアドレスにリンク先として適切なURLをお伝えください。

＜京都工芸研究会アドレス＞
kyotonokogei@tc-kyoto.or.jp

＊上記アドレスは受信専用です。
＊受信後，事務局からご返信させていただきます。
＊問合せ　075-326-6120（比嘉）

▲

「京都工芸研究会」ウェブは，「京都ものづくり協会」
ウェブからご覧いただけます。

＜＜「京都工芸研究会」ウェブサイトの活用＞＞

＜「京都工芸研究会」ウェブ＞

＜会員紹介ページ＞

＜「京都ものづくり協力会」ウェブ＞



「オトナの京もの」商品開発事業　進捗報告　
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事務局より

○2017年1～3月の主な予定
 1/ 27（金）  15：00～17：00 新春講演会
 1/ 19（木）  16：30～20：00 竹編組勉強会
 2/ 10（金）  「オトナの京もの」第9回事業委員会
 2/ 16（木）   16：30～20：00 竹編組勉強会
 3/ 15（水）-21（火）「オトナの京もの」事業展示発表(三越銀座店)
 3/ 16（木） 16：30～20：00 竹編組勉強会
 3/ 下旬      「オトナの京もの」事業委員会（総括）

○会費納入　再度のお願い
　　今年度の会費につきまして，納付のお願いをしているところです。
　まだお振り込みいただいてない場合はお早めにお願いいたします。

念願の研究会フェイスブックを開設しま
した。2017年の目標はインターネットを
よりよく使いこなせるようになること！
と思っております・・。
会員のみなさまからの積極的なご投稿を
お待ちしております！（ひ）

つぶやいていい
ですか。

 第１回批評講習会（中央：田中智子氏　左：山下順三氏）

◆陶磁器技術講演会「和食の歴史と器」
　12/7（水）於：産業技術研究所
　MIHO MUSEUM館長 熊倉功夫氏

　食事の仕方とその器の
変遷について，平安時代
から現代まで，絵画や
写真資料から紐解き，
わかりやすくご解説いた
だきました。

◆産技研100周年記念式典 11/11（金）　於：上七軒歌舞練場
　産業技術研究所は平成28年度に
100周年を迎えました。これもひとえに
京都ものづくり協力会と各研究会の
ご協力があってこそ。研究所理事長
西本より感謝状をお手渡しさせていた
だきました。1/27（金）新春講演会には
記念モニュメント完成・披露予定です。

●テーマは祈りと癒し
　「祈りと癒し」をテーマに進めている「オトナの京
もの」商品開発事業は，これまでに合計8回の事業
委員会を実施しました。アドバイザーの山下順三氏と
事務局とで，まずは参加委員の技術と扱っている
素材についてヒアリングを行い，「祈りと癒しのため
のものづくり」という開発コンセプトへの理解を
深めた上で，具体的なデザインの構築をすすめ
ています。

●展示会は3月銀座三越にて開催　
　山下アドバイザーのご尽力により，東京での
展示を銀座三越で開催することとなりました。それ
を前提に，展示予定の試作品について三越銀座店
バイヤーを招いての批評・講習会(右上写真）を
実施しました（11/17）。
　三越銀座店バイヤーの田中智子様には，一点
ずつ非常に貴重なご意見をいただくとともに，
商品開発と現代のマーケットの状況について
講演をいただきました。これらのご講評を参考に，
最終調整の面談を行いました。これをもって本格
的な製作期間に入ります。

（全体へのコメントの一部より）
　「祈り」というテーマは他地方でも行われ
ている。仏壇仏具のリファインということで
はなく、これを持っていると落ち着く，気持
ちの拠り所となる「お守り」のようなもの，
メディテーションのためのものが求められ

ている。気持ちの拠り所といってもそれぞれの思いがある
ので，一つにまとめるのは難しい。作り手の思いから寄って
いくこともよい場合もある。
　また，買い手側や暮らす側の思いとしては価格帯も大事
なこと。商品の価値を下げることではないならば，コストを
考えて手間を減らすことを考えても良い場合もあると思う。

他，活動報告など3.

田中智子氏：商品開発と現代のマーケットの状況について


